
水田の汎用化
融雪後のほ場の滞水状態を調査
排水対策、土づくりを提案

経営手法の実践
個々の経営分析データを使用し、
今後の輪作計画作成を支援

【本所：地域第１係】

課題番号１

持続可能な農業経営に向けて
～ 輪作の推進と花き生産力の維持 ～

対象：岩見沢市栗沢町越前・自協地区（22戸）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

(1)水稲、畑作＋花き(ひまわり等) が主体。

(2)定着しつつある乾田直播水稲と畑作物を輪
作しながら全ての作物が安定的に生産するた
め「水田の汎用化」が必要。

(3)ひまわりでは土壌pH酸性化、高温障害等が
問題。採花率向上に向けて、土壌改善、高温
対策、病害虫防除を支援。

(4)ひまわり経営では、農福連携、特定技能外
国人等の雇用が進み、多様な人材の働きやす
さを検討する機会が必要。

輪作の推進と花き生産力の維持に向けて

輪作の推進

基本技術の実践
全ハウスのpHを分析
害虫発生予察の情報提供
は種時の遮光ネット被覆を提案

多様な人材を活かした
労働環境づくり

課題を共有する検討会を開催
農福連携の作業事例を収集

花き生産力の維持

現地研修会

診断結果を返却 検討会の実施

表面排水 額縁明きょ

均平 レーザー均平機

心土破砕 サブソイラ等

暗きょ掃除

後作緑肥

作物残渣のすき込み

反転耕起 プラウ耕

排水対策、土づくりともに実践

土
づ
く
り

有機物供給

水田の汎用化に向けて提案したメニュー

排
水
対
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３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

水田の汎用化【実践農家戸数 目標８戸⇒実績15戸】

経営改善手法の実践 【輪作計画作成戸数 目標４戸⇒実績６戸】

多様な人材を活かした労働環境づくり
【検討会開催回数 目標２回⇒実績２回】

提案した排水対策と土づくりメニューを、継続・新規含めて15戸が実践
農業所得の変化を確認しながら、経営への貢献度が高い輪作計画を作成

過去の作付履歴を
遡れる

色分されて経営の
振返りがしやすい

【輪作の推進】

全戸で測定結果に基づくｐＨ改善に取り組んだ
人材活用の考え方について共有できた 振興局と連携し農福連携の事例を作成

【花き生産力の維持】

ひまわりの低pHハウスが29棟→17棟に減少

(1) 経営改善手法として、輪作計画の作成支援を継続
(2) ひまわり「作業手順書」をひまわり作付農家や、新規作付希望者に向けて作成

Ａ B C D E F

①土壌改善 pH改善 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②病害虫防除 発生調査による適期防除 〇 〇 △ 〇 〇 〇

③高温対策 遮光資材による被覆 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

基本技術

基本技術の実践【実践農家戸数 目標４戸⇒実績６戸】

額縁明渠で排水対策 暗渠管の清掃を実施 緑肥で有機物供給

面談しながら輪作計画を作成
作成した輪作計画のイメージ

①測定結果に基づく石灰資材の投入で○
②アザミウマ類、鱗翅目害虫、ハダニ類、灰色かび病の被害率3％以下で○
③は種時の被覆で○、さらに生育後半も被覆で◎


